
2020.10.22 

1 

 

2019 年 

【 医療の質・患者安全関連 】 

依頼講演 

１．柴田ゆうか  

ポリファーマシー～必要な視点と考え方 

安芸地区薬薬連携研修会, 2019 年 7 月 19 日, 広島 

２．伊藤英樹 

エビデンスに基づく医療安全 

専門医共通講習会, 2019 年 8 月 18 日, 滋賀 

３．伊藤英樹 

安全管理（管理の実際・管理教育・法令順守） 

滋賀県看護協会セカンドレベル講習会, 2019 年 9 月 13 日, 滋賀 

４．柴田ゆうか 

手術室で使用する医薬品の適正使用に関する研究（奨励賞受賞講演） 

第 58 回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 中国四国支部学術大会, 2019 年 11 月

10 日, 香川  
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日本外科学会雑誌，2019;120,24-29. 

20. 櫻下弘志，西垣内亮，須川涼，柴田ゆうか，泉谷悟，村瀬哲也，佐伯康之，松尾裕彰． 

HER2 陽性乳がん患者におけるトラスツズマブ エムタンシン投与による有害事象． 

広島県病院薬剤師会誌，2019; 54, 82-86. 

21. 白井敦史，荒川隆之，大東敏和，柴田ゆうか，只佐正嗣，後藤千栄，村上秀治，今井 圭介，

柳田祐子，平本敦大，竹本貴明，柚木りさ，橋本佳浩，先森満子，中村徹志，松尾裕彰． 

保険薬局を対象とした病院薬剤師との連携に関するアンケート調査． 

広島県病院薬剤師会雑誌，2019; 54, 159-67 

22. 板村亮，柴田ゆうか，垰越崇範，松尾裕彰． 

非抗がん剤の血管外漏出による皮膚傷害の発生状況と処置に関する実態調査． 

広島県病院薬剤師会誌，2019; 54,
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【Q7】抗凝固薬と抗血小板薬の術前休薬期間の目安を教えてください。 

【Q8】サプリメントは術前に中止したほうがよいですか？ 

【Q36】選択的エストロゲン受容体モジュレーター（SERM）の術前休薬期間の目安について教

えてください。 

【Q37】メトトレキサート（MTX）などの関節リウマチ治療薬では、術前休薬は必要ですか？ 

 

依頼講演 

1. 宮本真太郎 

  喘息診療における Topics ～ガイドライン改訂と鼻炎合併例への治療戦略も含めて～， 

東広島地区医師会学術講演会，2019 年 5 月 16 日，東広島 

2. 柴田ゆうか  

ポリファーマシー～必要な視点と考え方 

安芸地区薬薬連携研修会, 2019 年 7 月 19 日, 広島 

3．宮本真太郎 

  喘息診療における Topics ～喘息・咳嗽ガイドライン改訂と鼻炎合併例への治療戦略も含め

て～ 

第 483 回 福山地区内科会学術講演会，2019 年 9 月 26 日，福山 

4.  柴田ゆうか 

チオペンタールとプロポフォールの血管外漏出の病理学的評価に基づく傷害リスクの解明と

罨法の効果に関する基礎的研究（2019 年度 Postdoctoral Award 受賞講演）． 

第 29 回日本医療薬学会年会，福岡，2019 年 11 月 4 日，博多 

 


